




要約:クレチン症スクリーニングの外部標準検体による精度管理を行なっているが、1984

年 8 月より 1988 年 12 月までの精度管理についての実態の検討を行なった。外部標準検体

の測定値の 3ケ月の平均値を取ってみると各社キットの測定値は基準値に近くなっている

ことが認められたが、一部のキットで測定値の差が再び開いてきていることが認められた。

TSH 異常検体の見逃しは減ってはいるものの、まだ散見されることが認められた。 


